
 

         令和３年１月号 

子どもに向かい合い続ける保護者を応援します。【子育て通信】は季刊です。裏面にコラムがあります。  

～～家家庭庭教教育育支支援援講講座座～～ 

 

オンライン会議アプリ「Zoom」を使用して、身の

回りの物を用いてゴムでうごくクルマをつくり、試行

錯誤をしながらゴールを目指します。 

親子で創意工夫・意見交換しながら、ものづくり体

験に挑戦し、目標にチャレンジすることを通じて、親

子の関わりを楽しみましょう！ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 申 込 み 方 法 】下記申込書の必要事項をご記入の上、学校を経由せず【地域教育支援課】まで 

次の①②③いずれかの方法でお申込みください。 
①メール（右記 QR コード参照） ②郵送 ③窓口に持参 

【申込み先／問合せ先】墨田区教育委員会事務局地域教育支援課地域教育支援担当 
 〒130-8640 墨田区吾妻橋１-２３-２０  

TEL 03-5608-1433(平日 8:30～17:00)  
※申込み期間 … ２月３日（必着）まで。（２月１５日～２３日頃に当落選のお知らせを送付します。） 

✄------------------------------------------ 切り取り線 ------------------------------------------ 

“親子で楽しむＳＴＥＭ教室” 申込み書 
ふりがな  ふりがな  
氏名  保護者氏名  

学年  希望日 3 月 6 日  3 月１３日   
ひとつだけ○で囲ってください 

住所 〒   ‐         
 連絡先  

※各回とも保護者と一緒に申込みをしてください。子どもだけでの申込み・参加はできません。 
※メールでのお申込みの場合は申込書記載の項目を入力のうえ、お申込みください。 

発行︓墨田区教育委員会（地域教育支援課） 
〒130-8640 墨田区吾妻橋一丁目 23 番 20 号 

 

【開催日程】 

第１回 ３月 ６日（土） 13：30～16：00 

第２回 ３月１３日（土） 13：30～16：00 

【対   象】小学校１年生～３年生とその保護者 

【参 加 費】 無料 

【講   師】 

 大谷 忠 （東京学芸大学 教授／東京学芸大こども未来研究所 理事長）  

【参加条件】 

 自宅等からオンライン会議アプリ「ZOOM」で参加できること 

【定   員】 

 各回 子どもと保護者２０組・４０名（定員を上回る場合は抽選となります。） 

【ご家庭で事前に用意していただくもの】 

 クルマ制作に必要な材料及び工作用具（※）は、各ご家庭でご用意いただくものがありますので、あらかじめご了承 

のうえお申込みください。詳細につきましては当選通知にてご案内いたします。なお、当選者には「当選通知」と「クル 

マ製作に必要な材料の一部」を東京学芸大こども未来研究所よりお送りいたします。 

（※）牛乳パック、ティッシュ箱、ストロー、竹ひご、輪ゴム、はさみ、定規、テープ など 



             

▼昨年は、コロナウイルス感染予防のため例年は 4 月から始まる新学期が 6 月から少人数の

登校からスタートするという異例の始まりでした。学校だけでなく、家庭の中でもさまざまな変化

を体験されたことと思います。長期に渡る休校で子どもたちは学校から送られて来る指示に従

い、この期間を家庭学習で過ごすことになりましたね。ふだんは忙しいご両親が在宅勤務やテ

レワークで一緒に過ごす時間が長くなり、今まで気がつかなかったことが細かく見えてきたご家

庭も少なくありませんでした。 

   

 

▼私たちスクールカウンセラー(SC)はこの期間、勤務校の指示に従って休校中も登校して電話

による相談を受けたり、来校された保護者の相談に感染予防に配慮しながら対応しました。コロ

ナウイルス感染予防の学校対応についてのご相談はほとんど無く、お子さまの学習や発達につ

いて不安を感じるといった内容が多くありました。例えば、「以前から気になっていたけれど、長

時間一緒に居て学校の宿題を見ているうちに、学習の遅れがとても心配になり、このまま様子

を見ていて大丈夫でしょうか？」といったご相談や、「落ち着きのない行動が目立って、学校でも

ずっとこうなのでしょうか？」と生活の中で目立つ行動面のご相談など SC としても気になってい

たことを共に考える機会になりました。    

 

 

▼６月に入り、学校が始まりました。最初はソーシャルディスタンスを保つために、学級人数を半

分にして午前と午後に分けて授業が行われました。特に新１年生は一日 2 時間から始まりまし

た。初めて学校生活を体験する新 1 年生にとっては、一日 2 時間からスタートする昨年のスタイ

ルは体を慣らして行く意味で例年に比較して無理なくゆったり入って行ける効果をもたらしたと

思います。また担任の先生方にとっても、一人一人の児童をきめ細かく観察指導することができ

たと思います。座席も以前は二人ずつ隣り合わせに座っていたのが、間を置く座り方になること

で起こりがちなトラブルが減ったという報告もありました。 

 

 

▼今後どのような感染拡大に対する措置が行われるか不明なことが 

多いですが、ご家庭でお子さまについて気になることがありましたら、 

どうぞ SC にご相談ください。 

 

 

【早川 和子（はやかわ かずこ）  臨床心理士、墨田区スクールカウンセラー（SC）】 

 

           

       
 

        

 

 

 

 

 


